
 
文部科学省科学技術人材育成費補助事業 女性研究者研究活動支援事業（連携型） 

平成 28年度お茶の水女子大学「若手女性研究者支援」プロジェクト 

シンポジスト 

■石田 正昭［龍谷大学農学部教授・日本協同組合学会会長］ 
「農協厚生事業の歴史と今日的課題」 

■福田 いずみ［(一社) JA共済総合研究所調査研究部研究員］ 
「農協による子育て支援の変遷と 

今日的ニーズ」 
 ■角野 淑枝［前 JA福井市福祉センター統括次長］ 
「福井市におけるＪＡ女性組織の育成」 

 

川上 裕子 
［お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所 
特別研究員］ 

 

お茶の水女子大学 
本館 135室 
東京都文京区大塚 2-1-1 

東京メトロ丸ノ内線「茗荷谷」駅より徒歩 7分 
東京メトロ有楽町線「護国寺」駅より徒歩 8分 

 

1 4 : 0 0～ 1 7 : 0 0 

日時 

場所 

アク
セス 

土 

シンポジウム 

農業協同組合による 

保健福祉事業の歴史 
-地域住民の生命と生活はいかに守られてきたか- 

お申し込み・お問い合わせ先：川上裕子（お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所 特別研究員） 
Email：kawakami.yuko＠ocha.ac.jp 

農業経営や食糧生産の面から取り上げられることの多い農業協同組合（ＪＡ）ですが、生活福祉面から地域
社会の課題に対応してきた歴史があります。本シンポジウムでは、ＪＡの保健福祉事業について、歴史的展開
を踏まえた上で、その今日的課題、さらには地域社会における保健、福祉の構築のあり方について理解を深め
たいと思います。シンポジストには、協同組合論や地域福祉の観点からＪＡについて検討してこられた研究者、
長年地域で活動してこられたＪＡ生活指導員の３名をお招きしています。 
様々な領域からご関心をお持ちの学生、研究者、実践家のご参加をお待ちしています。 
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参加無料 

当日は会場でも受付を行っていますが、会場準備の都合上、 
可能な限り 1月 25日（水）までに下記お申し込み先まで、 
お名前とご所属をお知らせください。どうぞお気軽にお越しください。 

参加申込 


